様式２
「地域観光イノベーションに係る取組案件」
提案書
	（１）案件名 

	鎌倉のお寺で「お地蔵さんを彫る」体験コース1泊2日

～お寺の体験プログラム/門田の市　賑わいの復活～

	（２）申請者名　

	NPO法人地域観光プロデュースセンター



	（３）連携企業・団体等の名称（今後連携予定の団体等には※印をつけてください）

	· 鎌倉仏教会、＊鎌倉旅館組合、＊鎌倉材木店　＊鎌倉野菜（農協連即売所）

· 腰越漁協（朝市、海産物）etc.

	（４）実施方針、フロー

	～鎌倉のお寺の体験プログラムと地域一丸となった滞在型着地旅行の促進～

日本最初の武家政治発祥の地、鎌倉は、日本の歴史においても重要な位置を占めています。京都における公家政治に対抗し、武家の台頭、鎌倉幕府は、武家の精神のよりどころとして浄土思想にもとづく仏教を厚く保護し、それまでの京都五山に対抗して、鎌倉五山制度を取り入れ、武家の精神的な糧として、はじめての武家による鎌倉幕府による政治を行ってきました。

そのような由緒、歴史の古い鎌倉での「お地蔵さんを彫る」体験を通して、お寺の歴史や仏教の教えに耳を傾ける時間をつくることは、現在人にとって大変有意義な体験だと思われます。　

古来から日本には、お寺は身近にありますが、ほとんど住職のお話を聞く機会は少なくなっています。このような誰にでも参加できるプログラムを通して、仏教の教え、浄土思想に触れることができ、現在人の精神的な糧、自分探し、自殺、いじめなど、現在社会の多くの社会問題の解決の糸口の一端へと繋がって行くのではとも考えています。

　宗教のない世界は、悪がはびこり人々を苦しめるなど、古くから中国の孫悟空の世界にも描かれています。今、日本人は、無宗教の人が多くなっていると言われていますが、お正月のお宮参りや

法事など、まだまだ日本人の心に奥深く浸透しています。しかし、一番身近なお寺などは、檀家制度等々により、核家族が多くなった日本では、一般庶民には敷居が高く、入りにくいように思われます。鎌倉は狭い地域に約160の由緒ある寺社仏閣が存在します。

　鎌倉仏教会は、広く門戸を開放し、お寺での「お地蔵さんを彫る」体験などを通して、広く一般大衆にアピール、例えば「賽の河原・地蔵和讃」など、古くから親しんでいる、一つ積んでは父のため、二つ積んでは母のため、夕方には鬼が崩してしまうと言うお話など、仏教に触れやすいお地蔵様信仰からきています。お寺を身近に感じながら体験ができるプログラムを開発、由緒ある鎌倉の寺社仏閣での体験を通して、日本の禅の文化、歴史に興味を持つ人々が、日本のみならず世界から訪れ、鎌倉の観光客誘致活動の一翼を担って頂き、地域一丸となって「滞在型着地旅行」に取組んでいければと思います。

	（５）実施しようとする取組の具体的内容※Ａ４判３枚以内でご記入ください。

	　１．解決しようとする地域の課題　～観光客増による環境悪化～
　鎌倉は、歴史も古く、首都圏から近いために、年間約1,800万人の観光客が訪れています。

しかし、鎌倉の面積は39㎢、人口は約17万人と狭い地域に多くの人が暮らしています。　　　季節的不規則な観光客増減により、交通渋滞、ゴミ、トイレなど、住環境にも大きな影響を及ぼしています。鎌倉は古都保存法や風致保存地区などに守られ、新規での起業誘致や宅地開発など制限され、今後、財政的にも、収入が減少傾向になると思われます。

２．上記１．の課題に対する現状　～環境整備のための財源確保～
　武家の古都鎌倉としては、世界遺産登録への推薦を受け、観光振興による地域活性化を図っています。しかし、現在の観光客は1,800万人ですが、ほとんどが日帰り観光で、地域への還元が少なくなっています。 世界遺産登録後は約2,400万人になるのではと予想されていますが、観光客増加による地域への還元が少ない中、観光客受入れの交通渋滞、ゴミ、トイレなど環境整備にまわす財源の確保が課題となっています。
３．取組の概要
　～お寺での体験プログラムによる宿泊を組み込んだ滞在着地型旅行～　

地域にある観光資源として、鎌倉はお寺の数が約119と狭い地域に数多く存在します。それらのほとんどは、古く鎌倉時代より歴史と文化を育んで今に至っています。しかし、観光客には、見ること以外、より深く触れる機会がありません。日本ではじめての武家による政治、鎌倉幕府は、歴史的に重要な時代を占めています。武士の精神的な糧となった仏教、禅寺など日本のみならず、世界の人の興味の的となっています。

鎌倉のお寺で、簡単にできる「お地蔵様を彫る」体験プログラムを通して、鎌倉の歴史と文化、そして、仏教、浄土思想の世界に触れることは大変有意義な体験だと思われます。このような由緒あるお寺へはいり、お地蔵様を彫りながら、ゆったりとした時間を、日が沈むまで過ごした後は、近隣の宿泊施設の送迎サービスにより、それぞれのホテルへと向かいます。

　４．詳細な取組内容

　～お寺で「お地蔵さんを彫る」体験コース1泊2日～
　由緒ある鎌倉のお寺に、それぞれお地蔵様を彫る木片と彫刻刀、説明書などを用意します。みんなで本堂などに集まり、約4時間程度で彫り上げます。お寺での体験「お地蔵様を彫る」ことにより、住職による、「賽の河原・地蔵和讃」のその深い意味を知り、亡くなった子供をはじめ、先祖を供養できる体験プログラムとして提供。身近なお地蔵様の本当の意味を知ることから仏教の世界に触れることができ、精神的にも癒されることと思います。

そして、浄土の世界は西方にあるというお話にもとづき、日没後に提携している近隣のホテルが用意した送迎バスによりホテルへと向かいます。夕食には、鎌倉野菜や魚介料理など、海と山に囲まれた鎌倉ならではの郷土料理、精進料理やけんちん汁（建長寺）、たくわん（沢庵和尚考案）など禅寺の修行の歴史にまつわる料理なども味わうことができます。武家の茶道、スイートとしての和菓子から洋菓子、ホットケーキなどなど、武家の古都ならではの食の文化の体験もできます。

翌日には、座禅体験、鎌倉野菜の廉売所、腰越漁協の朝市、海産物などショッピング等々も楽しんで、首都圏に近い、鎌倉ならではのゆったり滞在着地型旅行をお楽しみ頂くことができます。

５．取組の新規性

～お寺の体験プログラムに宿泊をセットする～
　これまでの、日本のお寺は檀家制度等によりお葬式や祭りの時だけ利用している場合が多いと思われます。核家族化した現代では、ほとんど出入りすることがなくなりました。お寺の方から、このような、誰でも参加できる「お地蔵様を彫る」体験プログラムを提供して頂き、広く門戸を開いて頂ければ、誰にでも簡単に仏教の教えなどに触れることができ、精神的にも大きな成長に繋がることもあるかと思います。

昨今では、怪しげな新興宗教にのめり込んでしまい殺人などの凶悪事件に繋がっている例も数多くあります。都会の雑踏の中、当初は1人でまじめに悩んで入信した若者も多いかと思います。

このような時、誰にでも門戸を開いたお寺が身近にあれば、また、鎌倉に出かければそのような体験プログラムが用意され、住職のお話も聞くことができるなど、通常では中々お寺に行くことのない若者にも由緒ある、正しい鎌倉仏教の教えに触れることができ、悩める多くの若者が救われることもあるかと思います。

日本古来の仏教の教えを、旅行を楽しみながら、誰でもより身近に感じ、触れることができる地域、集まる場をつくることが、地域の観光振興にも繋がり、宿泊を伴うようなお寺の体験プランを開発することにより、有意義な休暇と地域の観光振興に繋がって行くのでは考えます。

　６．地域に利益が還元される仕組

　～滞在型旅行による、地域での消費活動が活発化する～
　このような体験プログラムは、深い歴史のある地域での独自の魅力となり、それらを取り入れた着地型周遊旅行商品は、いたずらに価格競争に陥ることなく、内容充実にそそぐことができます。そのような作り手の熱意により、評判が良くなれば口コミなども多くなり、少ない宣伝費用で地域への観光客増加にも繋がることと思います。また、観光客へのおもてなしの心も地域として大切ですが、宿泊を伴う観光では、食事、お土産物店での消費活動も活発化し地域一丸となって観光客のおもてなしの心が発揮されることと思います。周遊による近隣地域との提携により、宿泊施設の選択の魅力、運送機関、消費活動など、観光客の増加に伴い地域一体の観光関連業者が提携することにより快適な滞在、移動が実現することと思います。

　７．取組の継続性

　～「門田市をなす」と古くから言われていますが、寺社仏閣を中心に町はつくられてきました～
　鎌倉は世界でも武家政治の発祥の地として知名度があります。そこにあるお寺ならではの歴史や文化、体験プログラムを主にして集客、近隣の宿泊施設とセットにした滞在着地型旅行プランとして販売します。宿泊を伴う場合は、地域での消費活動も活発になり、住民のおもてなしの心も大きく発揮されることと思われます。　仏教における行事は数多くあり、それぞれの意味をわかりやすく簡単な体験プログラムにして、提供し、誰でも参加体験でき、精神的な癒しと供養、休暇を提供できるようにして、地域一体となり、物心両面の満足度の高い観光地として育って行くと思います。

　８．他の地域への展開可能性

　～日本全国の寺社仏閣との協力～
　日本には、どの地域にも、日本古来の精神的な救いのお寺や神社は存在しています。その中でもお地蔵様は身近にありますので、「お地蔵様をつくる」体験プログラムと休暇の要素も含めての地域周遊観光の開発を進める。また、寺社仏閣での行事、お祭りでは、近隣のホテルと提携し、お祭りにセットしてのホテル宿泊券（送迎、食事付）など、セットプランとして旅行商品化、地域を専門に販売する旅行会社により、全国、世界へと宣伝販売を行う。

　９．その他（アピール・ポイント等）

　～旅行業界経験豊富～

　　私どもの理事、社員の多くは元富士海外旅行㈱（東ヶ崎潔社長/国際ロータリー元会長）の下で海外旅行に携わり、1960年～70年代より、成長期の日本の旅行業界において、世界の地域の観光素材発掘、企画、旅行商品化等を経験してきた者たちの集まりです。今、日本の地域において世界遺産登録や観光振興など行政をはじめ多くの人たちが積極的に取り組んでいます。大手会社、大資本ではその経済効率においても、地域の思惑まで目が届きにくいことは、これまで体験した厳しい現実です。当時の観光開発は主に大手資本企業等が参入して行われていましたが、私ども業界の心ある一部の人々からはスポイルされる観光地と言っていました。ほんの数年のブームが過ぎ去ると置き去りにされる観光地を数多く見てきています。私どもでは、地域の観光振興がこのようなスポイルされる観光地とならないためにも、長い目、地域の目でみる、地域の人たちと一緒に考える長期にわたるビジョンを掲げ、その地域が最も望む、適した観光による発展をこれまでの長年の経験と世界の目から見た地域振興等を考えて、そのための具体的な計画、企画、行動を提案しながら、地域の観光振興が住民による市民活動、国際交流の場として育って行くことを願っています。
　地域観光振興の即効性のある目に見える形は、着地型旅行の造成、販売にあると思われますが、それぞれの地域にもよりますが、民間の大手旅行業者だけでは、売上げ規模、採算、人材の確保等、長期にわたり取り組むには厳しい環境にあると思われます。
　私どもでは、NPO法人活動において、このような問題を解決して行こうと考えています。旅行、観光業界の経験豊富な早期、定年退職者を対象にNPO活動の参加を促し、それぞれの地域の観光素材の発掘、開発、企画を経て着地型旅行の造成、販売を行います。　
　販売方法としては、主にインターネットでの発信を進めています。NPO法人運営により、インターネットTVスタジオ、放送局を設置し、主に地域の観光情報を中心として番組制作を行います。特に各国語に翻訳もして地域から世界へと発信していきます。そして、着地型旅行への集客へと結びつけたいと考えています。それぞれの得意分野を生かしての地域観光促進、地域経済活性化、国際交流活動にも広く繋がっていければと考えています。鎌倉の仏教会、自治体、ホテル、運送機関など、地域一丸となって滞在着地型旅行の開発、造成販売を行ってまいりたいと思います。



	（６）実施スケジュール

	2012年10月　旅行業登録（旅行業者代理業、又は第3種旅行業取得）

2012年10月　・企画旅行　基本コース　鎌倉の歴史とリゾートホテルの旅５～7日間

　　　　　　　　　　　　　外国人旅行者、グループ、団体　etc.　　　

· 体験プログラム　鎌倉のお寺で「お地蔵様を彫る」他

（彫刻等、木材、説明書等配布）

・手配旅行（鎌倉地域）国内、外国より　

2012年11月　観光庁　訪日旅行相談会VISIT　JAPAN　トラベルマート2012」出展（予定）

2013年1月　インターネットTV放送局＆スタジオ　鎌倉駅前に開設

　　　　　　「鎌倉観光専門チャンネル」（仮称）により観光動画番組制作、放映。

　　　　　　　デジタルサイネージ（屋外広告）を駅の旅行会社カウンターに設置

2013年2月　「鎌倉観光」アプリ開発　スマートフォンへ展開　　　　　　

2013年3月　海外への動画による広報宣伝活動開始。

JNTO事務所、海外旅行会社などにデジタルサイネージの動画制作配布活動

＊ 2013年7月　鎌倉世界遺産登録（結果発表予定）



	（７）事業実績等

	2009年8月より　鎌倉の歴史と文化をわかりやすい短歌（スペイン語翻訳）に綴り、インターネットを通して世界へ発信（毎日更新中）

2011年11月　NPO法人地域観光プロデュースセンター設立、内閣府認証

2011年12月　観光庁「中国における訪日旅行促進緊急企画募集」に応募

2012年1月　鎌倉市第2期観光基本計画中間見直しへの意見募集に提案

　　　　　　　パブリックコメント「着地型旅行」鎌倉市HPに掲載

2012年3月　第7回「鎌倉の古道を歩く」会　～長谷巡り～　2ヶ月ごとに実施

2012年4月　東京小石川ロータリクラブ　鎌倉の世界遺産について「卓話」活動

2012年5月　第14回鎌倉市民活動の日フェスティバル（ブースNo.41）参加

2012年5月　神奈川県「新たな観光の核作り認定事業」提案書応募

　　　　　　「インターネットTV放送局開設と着地型旅行の造成販売」として神奈川県HPに掲載

・・・・・・

2012年5月～NPO法人活動・事業提携

NPO法人かまくら緑の会：会長　高柳英麿　～観光立市・鎌倉は美しい景観から～

（略歴）

1974年6月　県道・国史跡　若宮大路に桜の苗木植樹

1992年11月　鎌倉市「市政功労賞」受賞

1999年11月　神奈川県「かながわ地球環境賞」受賞

2001年10月　都市緑化基金「都市緑化賞」受賞

2004年3月　鎌倉市「都市景観賞」受賞

2011年8月　日本道路協会より表彰状　　・・・

	（８）実施体制

	NPO法人地域観光プロデュースセンター　

着地型周遊旅行　企画旅行造成販売、営業活動

· 久本勝之（理事長）旅行業務取扱管理者

　　1972年3月明治大学卒業、4月新卒として富士海外旅行㈱（元国際ロータリー会長東ヶ崎潔社長）入社、団体、個人、添乗員、ホールセール事業（レジャーツアー）立ち上げなど携わり。1979年運輸大臣登録サブ代理店を創立、その後第3種旅行会社として約30数年、スペインポルトガル専門旅行会社として2009年まで営業を続ける。2011年NPO地域観光プロデュースセンター設立し、鎌倉の地域観光振興に取り組む。

· 島田貫司（副理事長）旅行業務取扱管理者

明治学院卒業、米国留学後1969年富士海外旅行㈱入社、世界の数多くの国、地域を企画販売、現在、第１種旅行会社、トラベルパートナーズ参与として、聖書の旅、地中海洋上スクールやアラスカクルーズ、赤十字の旅、など数々の旅行企画開発実施。明治学院大学湘南支部長、鎌倉FM放送番組審議委員、かまくら緑の会など、数々のボランティア活動も行っています。

· 河原正利(理事)　旅行業務取扱管理者

1972年3月明治学院卒業、4月新卒として富士海外旅行㈱入社、団体、個人旅行、添乗員等、1975年ホールセール部門（レジャーツアー）設立、藤田トラベルとの合併により、ホールセール部門取扱金額96億円、従業員約200名の部長として長年勤務、全国、海外の旅行会社を対象に営業を経験する。

提携：NPO法人　かまくら緑の会

インターネットTV放送局＆スタジオ設置活動

　・　高柳英麿（会長）元NHK・映像制作等

       神奈川県自然保護協会理事、鎌倉市環境審議会委員

＊協力（予定）

　鎌倉市観光課・（社）鎌倉市観光協会

　鎌倉仏教会

　鎌倉材木店

　鎌倉旅館組合

  鎌倉農協廉売所（鎌倉野菜）

　腰越漁協（朝市、海産物）



	（９）予算額（千円）
	取組の対象額（千円）

	■事業費
・企画に係る費用　　　　　　　８００千円　

・広報に係る費用　　　　　　　７００千円　

・取組実施に係る費用　　　　　９００千円

・委託費用　　　　　　　　　　８００千円

・管理費　　　　　　　　　　　６００千円

※その他必要な項目を追加してください。
	■事業費
・企画に係る費用　　　　　　　８００千円

・広報に係る費用　　　　　　  ７００千円

・取組実施に係る費用　　　    ９００千円

・管理費　　　　　　　　　　　６００千円

※その他必要な項目を追加してください。

	２．小計　　　　　　　　　  ３,８００千円
	２．小計　　　　　　　　    ３,０００千円

	３．消費税及び地方消費税       　１９０千円
	３．消費税及び地方消費税         １５０千円

	４．総額　　　　　　　　　  ３,９９０千円
	４．総額　　　　　　　      ３,１５０千円


※必要に応じて、積算根拠を求める場合があります。
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